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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　親機と複数の端末が多段接続されたツリー構造のネットワークにおいて、親機が、各端

末が記憶しているデータをマルチホップ通信で収集するデータ収集方法であって、

　前記親機が、自己の識別記号、１段下位の端末の識別記号および下位に存在する全ての

端末の識別記号を記憶しており、前記１段下位の端末にデータ収集指令を送信し、

　ツリー構造末端以外の端末が、自己の識別記号、１段上位の親機または端末の識別記号

、１段下位の端末の識別記号および収集対象のデータを記憶しており、前記データ収集指

令を受信したとき、収集表を作成し、自端末が記憶している１段下位の端末の識別記号を

元にして該収集表に自端末の１段下位の端末の識別記号を記憶するとともに、前記収集表

に記憶された識別記号のうちから１つを選定し、該識別記号の端末へデータ収集指令を送

信し、

　ツリー構造末端の端末が、自己の識別記号、１段上位の端末の識別記号および収集対象

のデータを記憶しており、前記データ収集指令を受信したとき、該データ収集指令に対す

る応答として、自端末が記憶している自己の識別記号とデータをデータ収集指令に付加し

て１段上位の識別記号の端末へ送信し、

　下位の端末から応答を受信した端末が、１段下位の端末からの応答に含まれている識別

記号を前記収集表から消去し、該収集表に識別記号が残っていれば、それまでに受信した

識別記号とデータを一時的に保持してから、残っている識別記号の端末にデータ収集指令

を送信し、該データ収集指令に対する応答に含まれている識別記号を前記収集表から消去

10

20



(2) JP  6490356  B2  2019.3.27

し 、 前 記 収 集 表 か ら 識 別 記 号 が 全 て 消 去 さ れ た な ら ば 該 収 集 表 を 消 去 し 、 該 収 集 表 が 消 去

さ れ た こ と に よ り 、 前 記 デ ー タ 収 集 指 令 に 対 す る 応 答 と し て 、 そ れ ま で に 受 信 し た 識 別 記

号 と デ ー タ 、 自 端 末 が 記 憶 し て い る 自 己 の 識 別 記 号 と デ ー タ を デ ー タ 収 集 指 令 に 付 加 し て

１ 段 上 位 の 識 別 記 号 の 端 末 あ る い は 親 機 へ 送 信 し 、 親 機 が 受 信 し た 識 別 記 号 は 、 ネ ッ ト ワ

ー ク に お け る 端 末 か ら の デ ー タ の 収 集 漏 れ を 確 認 す る た め に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る

デ ー タ 収 集 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 親 機 が 、 下 位 全 て の 端 末 の 識 別 記 号 を 記 憶 し て お り 、

　 前 記 端 末 が 、 自 端 末 で 応 答 を 受 信 す る 予 定 時 間 に 従 っ て タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 設 定 し て お

り 、 該 タ イ ム ア ウ ト 時 間 内 に 1段 下 位 の 端 末 か ら 応 答 を 受 信 し な け れ ば 、 前 記 収 集 表 に 識

別 記 号 が 残 っ て い て も 、 1段 上 位 の 端 末 に 応 答 を 送 信 し 、

　 前 記 親 機 が 、 受 信 し た 応 答 に 含 ま れ て い る 識 別 記 号 と 前 記 下 位 全 て の 端 末 の 識 別 記 号 を

比 較 し て デ ー タ 収 集 漏 れ の 端 末 の 有 無 を 確 認 し 、 デ ー タ 収 集 漏 れ の 端 末 に 対 し て ポ ー リ ン

グ す る こ と で 該 端 末 か ら デ ー タ を 収 集 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 収 集

方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 親 機 お よ び 前 記 端 末 が 、 下 位 端 末 数 を 記 憶 し て お り 、 前 記 デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し

た と き 、 前 記 下 位 端 末 数 に 依 存 す る タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 設 定 し 、 該 タ イ ム ア ウ ト 時 間 内 に

応 答 を 受 信 し な け れ ば 、 １ 段 下 位 の 端 末 と の 区 間 の 通 信 不 能 を 判 定 し 、 前 記 端 末 が 通 信 不

能 を 判 定 し た 場 合 に は 、 そ の 通 信 不 能 の 区 間 を 前 記 親 機 に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ に 記 載 の デ ー タ 収 集 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 端 末 が 、 前 記 親 機 へ の 通 知 に 、 自 己 の 識 別 記 号 と 自 端 末 が 記 憶 し て い る デ ー タ お よ

び 自 端 末 が 受 信 し た 識 別 記 号 と デ ー タ を 付 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ の 記 載 の デ ー

タ 収 集 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 親 機 が 、 マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 情 報 を 記 憶 し て お り 、 通 信 不 能 が 通 知 さ れ

た と き 、 前 記 マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 情 報 に 基 づ い て 、 通 信 不 能 の 区 間 で の 通 信 経

路 を 再 構 成 し 、 あ る い は 通 信 不 能 の 区 間 の 下 位 側 の 端 末 に 対 し て ポ ー リ ン グ を 行 っ て 、 該

端 末 が 保 持 す る デ ー タ を 収 集 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の デ ー タ 収 集

方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 親 機 が 、 １ 段 下 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ 収 集 指 令 の 受 信 状 況

を 判 定 し 、 １ 段 下 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が あ る と 判 定 し た 場 合 、 1段 下 位 の 端

末 が 受 信 状 況 の よ い 端 末 に 変 更 さ れ る よ う に 、 変 更 に 関 係 す る 端 末 が 記 憶 す る 識 別 記 号 の

変 更 を 指 示 し 、

　 ま た 、 前 記 端 末 が 、 １ 段 下 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ 収 集 指 令 の 受

信 状 況 を 判 定 し 、 １ 段 下 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が あ る と 判 定 し た 場 合 、 1段 下

位 の 端 末 を 受 信 状 況 の よ い 端 末 へ 変 更 す る こ と を 前 記 親 機 へ 通 知 し 、 前 記 親 機 が 、 前 記 端

末 か ら の 通 知 に 従 っ て 、 該 端 末 の １ 段 下 位 の 端 末 が 変 更 さ れ る よ う に 、 変 更 に 関 係 す る 端

末 が 記 憶 す る 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １

つ に 記 載 の デ ー タ 収 集 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 端 末 が 、 親 機 、 １ 段 上 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ 収 集 指 令 の 受

信 状 況 を 判 定 し 、 １ 段 上 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が あ る と 判 定 し た 場 合 、 1段 上

位 の 端 末 を 受 信 状 況 の よ い 端 末 へ 変 更 す る こ と を 前 記 親 機 へ 通 知 し 、

　 前 記 親 機 が 、 前 記 端 末 か ら の 通 知 に 従 っ て 、 該 端 末 の １ 段 上 位 の 端 末 が 変 更 さ れ る よ う

に 、 変 更 に 関 係 す る 端 末 が 記 憶 す る 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

な い し ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の デ ー タ 収 集 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】
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　 親 機 の １ 段 下 位 の 端 末 お よ び 端 末 の １ 段 上 位 お よ び 1段 下 位 の 端 末 の 変 更 は 、 変 更 対 象

の 端 末 の 識 別 記 号 を 変 更 す る こ と な く 、 変 更 に 関 係 す る 端 末 の 上 下 関 係 を 変 更 す る こ と で

行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の デ ー タ 収 集 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 親 機 と 複 数 の 端 末 が 多 段 接 続 さ れ た ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 親 機 が 、 各 端

末 が 記 憶 し て い る デ ー タ を マ ル チ ホ ッ プ 通 信 で 収 集 す る デ ー タ 収 集 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 親 機 は 、

　 前 記 親 機 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 親 制 御 部 と 、

　 自 己 の 識 別 記 号 、 １ 段 下 位 の 端 末 の 識 別 記 号 お よ び 下 位 に 存 在 す る 全 て の 端 末 の 識 別 記

号 を 記 憶 す る 親 記 憶 部 と 、

　 前 記 １ 段 下 位 の 端 末 に デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 す る 親 通 信 部 を 備 え 、

　 ツ リ ー 構 造 末 端 以 外 の 端 末 は 、

　 自 端 末 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 端 末 制 御 部 と 、

　 自 己 の 識 別 記 号 、 １ 段 上 位 の 親 機 ま た は 端 末 の 識 別 記 号 、 １ 段 下 位 の 端 末 の 識 別 記 号 お

よ び 収 集 対 象 の デ ー タ を 記 憶 し 、 前 記 デ ー タ 収 集 指 令 を 受 信 し た と き 、 収 集 表 を 作 成 し 、

自 端 末 が 記 憶 し て い る １ 段 下 位 の 端 末 の 識 別 記 号 を 元 に し て 該 収 集 表 に 自 端 末 の １ 段 下 位

の 端 末 の 識 別 記 号 を 記 憶 す る 端 末 記 憶 部 と 、

　 前 記 収 集 表 に 記 憶 さ れ た 識 別 記 号 の う ち か ら １ つ を 選 定 し 、 該 識 別 記 号 の 端 末 へ デ ー タ

収 集 指 令 を 送 信 す る 端 末 通 信 部 を 備 え 、

　 ツ リ ー 構 造 末 端 の 端 末 は 、

　 自 端 末 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 端 末 制 御 部 と 、

　 自 己 の 識 別 記 号 、 １ 段 上 位 の 端 末 の 識 別 記 号 お よ び 収 集 対 象 の デ ー タ を 記 憶 す る 端 末 記

憶 部 と 、

　 前 記 デ ー タ 収 集 指 令 を 受 信 し た と き 、 該 デ ー タ 収 集 指 令 に 対 す る 応 答 と し て 、 自 端 末 の

前 記 端 末 記 憶 部 が 記 憶 し て い る 自 己 の 識 別 記 号 と デ ー タ を デ ー タ 収 集 指 令 に 付 加 し て １ 段

上 位 の 識 別 記 号 の 端 末 へ 送 信 す る 端 末 通 信 部 を 備 え 、

　 前 記 ツ リ ー 構 造 末 端 以 外 の 端 末 は 、 下 位 の 端 末 か ら 応 答 を 受 信 し た と き 、 １ 段 下 位 の 端

末 か ら の 応 答 に 含 ま れ て い る 識 別 記 号 を 前 記 端 末 記 憶 部 の 収 集 表 か ら 消 去 し 、 該 収 集 表 に

識 別 記 号 が 残 っ て い れ ば 、 そ れ ま で に 受 信 し た 識 別 記 号 と デ ー タ を 一 時 的 に 保 持 し て か ら

、 残 っ て い る 識 別 記 号 の 端 末 に デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し 、 該 デ ー タ 収 集 指 令 に 対 す る 応 答

に 含 ま れ て い る 識 別 記 号 を 前 記 収 集 表 か ら 消 去 し 、 前 記 収 集 表 か ら 識 別 記 号 が 全 て 消 去 さ

れ た な ら ば 該 収 集 表 を 消 去 し 、 該 収 集 表 が 消 去 さ れ た こ と に よ り 、 前 記 デ ー タ 収 集 指 令 に

対 す る 応 答 と し て 、 そ れ ま で に 受 信 し た 識 別 記 号 と デ ー タ 、 自 端 末 が 記 憶 し て い る 自 己 の

識 別 記 号 と デ ー タ を デ ー タ 収 集 指 令 に 付 加 し て １ 段 上 位 の 識 別 記 号 の 端 末 あ る い は 親 機 へ

送 信 し 、 親 機 が 受 信 し た 識 別 記 号 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 端 末 か ら の デ ー タ の 収 集 漏 れ

を 確 認 す る た め に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 収 集 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 親 機 は 、 前 記 親 記 憶 部 に 、 下 位 全 て の 端 末 の 識 別 記 号 を 記 憶 し て お り 、

　 前 記 端 末 は 、 前 記 端 末 記 憶 部 に 、 自 端 末 で 応 答 を 受 信 す る 予 定 時 間 に 従 っ て タ イ ム ア ウ

ト 時 間 を 記 憶 し て お り 、 該 タ イ ム ア ウ ト 時 間 内 に 1段 下 位 の 端 末 か ら 応 答 を 受 信 し な け れ

ば 、 前 記 収 集 表 に 識 別 記 号 が 残 っ て い て も 、 1段 上 位 の 端 末 に 応 答 を 送 信 し 、

　 前 記 親 機 は 、 受 信 し た 応 答 に 含 ま れ て い る 識 別 記 号 と 前 記 下 位 全 て の 端 末 の 識 別 記 号 を

比 較 し て デ ー タ 収 集 漏 れ の 端 末 の 有 無 を 確 認 し 、 デ ー タ 収 集 漏 れ の 端 末 に 対 し て ポ ー リ ン

グ す る こ と で 該 端 末 か ら デ ー タ を 収 集 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の デ ー タ 収 集

シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 親 機 の 親 記 憶 部 お よ び 前 記 各 端 末 の 端 末 記 憶 部 は 、 下 位 端 末 数 を 記 憶 し て お り 、 デ

ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し た と き 、 前 記 下 位 端 末 数 に 依 存 す る タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 記 憶 し 、 前

記 親 機 お よ び 前 記 端 末 は 、 前 記 タ イ ム ア ウ ト 時 間 内 に 応 答 を 受 信 し な け れ ば 、 １ 段 下 位 の

端 末 と の 区 間 の 通 信 不 能 を 判 定 し 、 前 各 端 末 は 、 通 信 不 能 を 判 定 し た 場 合 、 そ の 通 信 不 能
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の 区 間 を 前 記 親 機 に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の デ ー タ 収 集 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 端 末 は 、 前 記 親 機 へ の 通 知 に 、 自 端 末 の 識 別 記 号 と 自 端 末 が 記 憶 し て い る デ ー タ お

よ び 自 端 末 が 受 信 し た 識 別 記 号 と デ ー タ を 付 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の

デ ー タ 収 集 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 親 機 は 、 前 記 親 記 憶 部 に 、 マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 情 報 を 記 憶 し て お り 、 通

信 不 能 が 通 知 さ れ た と き 、 前 記 マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 情 報 に 基 づ い て 、 通 信 不 能

の 区 間 で 通 信 経 路 を 再 構 成 し 、 あ る い は 通 信 不 能 の 区 間 の 下 位 側 の 端 末 に 対 し て ポ ー リ ン

グ を 行 っ て 、 該 端 末 が 保 持 す る デ ー タ を 収 集 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ ま た は １ ２

に 記 載 の デ ー タ 収 集 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 親 機 は 、 前 記 親 記 憶 部 に 、 １ 段 下 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ 収

集 指 令 の 受 信 状 況 を 記 憶 し 、 こ の 受 信 状 況 か ら １ 段 下 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が

あ る と 判 定 し た 場 合 、 1段 下 位 の 端 末 が 受 信 状 況 の よ い 端 末 に 変 更 さ れ る よ う に 、 変 更 対

象 の 端 末 の 端 末 記 憶 部 が 記 憶 す る 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 し 、

　 ま た 、 前 記 端 末 は 、 前 記 端 末 記 憶 部 に 、 １ 段 下 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た

デ ー タ 収 集 指 令 の 受 信 状 況 を 記 憶 し 、 １ 段 下 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が あ る と 判

定 し た 場 合 、 1段 下 位 の 端 末 を 受 信 状 況 の よ い 端 末 へ 変 更 す る こ と を 前 記 親 機 へ 通 知 し 、

前 記 親 機 は 、 前 記 端 末 か ら の 通 知 に 従 っ て 、 該 端 末 の １ 段 下 位 の 端 末 が 変 更 さ れ る よ う に

、 変 更 対 象 の 端 末 の 端 末 記 憶 部 が 記 憶 す る 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ９ な い し １ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の デ ー タ 収 集 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 端 末 は 、 親 機 、 １ 段 上 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ 収 集 指 令 の 受

信 状 況 を 判 定 し 、 １ 段 上 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が あ る と 判 定 し た 場 合 、 1段 上

位 の 端 末 を 受 信 状 況 の よ い 端 末 へ 変 更 す る こ と を 前 記 親 機 へ 通 知 し 、

　 前 記 親 機 は 、 前 記 端 末 か ら の 通 知 に 従 っ て 、 該 端 末 の １ 段 上 位 の 端 末 が 変 更 さ れ る よ う

に 、 変 更 対 象 の 端 末 の 端 末 記 憶 部 が 記 憶 す る 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 ９ な い し １ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の デ ー タ 収 集 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 親 機 の １ 段 下 位 の 端 末 お よ び 端 末 の １ 段 上 位 お よ び 1段 下 位 の 端 末 の 変 更 は 、 変 更 対 象

の 端 末 の 識 別 記 号 を 変 更 す る こ と な く 、 変 更 に 関 係 す る 端 末 の 上 下 関 係 を 変 更 す る こ と で

行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ に 記 載 の デ ー タ 収 集 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 親 機 と 複 数 の 端 末 が 多 段 接 続

さ れ て 構 成 さ れ た ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 親 機 が 各 端 末 か ら マ ル チ ホ ッ プ 通

信 で デ ー タ 収 集 す る デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い る デ ー タ 収 集 シ ス テ ム で は 、 親 機 と 複 数 の 端 末 (子 機 )と が ネ

ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 。 各 端 末 は 、 面 的 配 置 さ れ て 電 圧 、 電 流 、 電 力 量 、 温 度 (気 温 )、 湿

度 、 振 動 な ど の 物 理 量 を 計 測 す る 複 数 の セ ン サ か ら の 計 測 デ ー タ あ る い は そ の 演 算 デ ー タ

を 保 持 (記 憶 )し 、 親 機 は 、 親 機 お よ び 各 端 末 が 備 え る 通 信 機 能 を 用 い て 、 各 端 末 が 保 持 す

る デ ー タ あ る い は 演 算 デ ー タ を 定 期 的 あ る い は 必 要 に 応 じ て 収 集 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 1に は 、 親 機 と 複 数 の 子 機 を ツ リ ー 構 造 に 接 続 し 、 親 機 が 、 各 子 機 の 各 々 に 対

し て デ ー タ 要 求 を 送 信 し 、 各 子 機 が 保 持 す る 計 測 デ ー タ を マ ル チ ホ ッ プ 通 信 で バ ケ ツ リ レ

ー 方 式 に よ り 収 集 す る デ ー タ 管 理 シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の デ ー タ 管 理 シ ス テ ム で は 、 親 機 が 、 ホ ッ プ 数 の 多 い 子 機 か ら 優 先 的 に 計 測 デ ー タ を

収 集 し 、 そ の 収 集 過 程 で 、 計 測 デ ー タ に 該 計 測 デ ー タ を 中 継 す る 端 末 が 保 持 す る 計 測 デ ー

タ を 随 時 付 加 す る こ と に よ り 計 測 デ ー タ を 効 率 的 に 収 集 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ２ ５ ３ ６ ６ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 １ の デ ー タ 管 理 シ ス テ ム で は 、 ツ リ ー 構 造 の ツ リ ー 分 岐 前 に 位 置 す る

子 機 は 、 ツ リ ー 分 岐 後 に 位 置 す る 下 位 の 複 数 の 子 機 か ら の 計 測 デ ー タ を 別 々 に 中 継 す る の

で 、 そ の 中 継 に 要 す る 時 間 は 、 下 位 の 複 数 の 子 機 か ら の 計 測 デ ー タ そ れ ぞ れ を 中 継 す る 時

間 の 合 計 と な り 、 多 数 の 子 機 を 備 え る ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク で は 計 測 デ ー タ の 収 集 効

率 が 低 下 す る と い う 課 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 、 親 機 と 複 数 の 端 末 が 多 段 接 続 さ れ て 構 成 さ れ た ツ

リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 親 機 が 各 端 末 か ら マ ル チ ホ ッ プ 通 信 で 効 率 的 に デ ー タ

収 集 で き る デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 は 、 親 機 と 複 数 の 端 末 が 多 段 接 続 さ

れ た ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 親 機 が 、 各 端 末 が 記 憶 し て い る デ ー タ を マ ル チ

ホ ッ プ 通 信 で 収 集 す る デ ー タ 収 集 方 法 で あ っ て 、 前 記 親 機 が 、 自 己 の 識 別 記 号 、 １ 段 下 位

の 端 末 の 識 別 記 号 お よ び 下 位 に 存 在 す る 全 て の 端 末 の 識 別 記 号 を 記 憶 し て お り 、 前 記 １ 段

下 位 の 端 末 に デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し 、 ツ リ ー 構 造 末 端 以 外 の 端 末 が 、 自 己 の 識 別 記 号 、

１ 段 上 位 の 親 機 ま た は 端 末 の 識 別 記 号 、 １ 段 下 位 の 端 末 の 識 別 記 号 お よ び 収 集 対 象 の デ ー

タ を 記 憶 し て お り 、 前 記 デ ー タ 収 集 指 令 を 受 信 し た と き 、 収 集 表 を 作 成 し 、 自 端 末 が 記 憶

し て い る １ 段 下 位 の 端 末 の 識 別 記 号 を 元 に し て 該 収 集 表 に 自 端 末 の １ 段 下 位 の 端 末 の 識 別

記 号 を 記 憶 す る と と も に 、 前 記 収 集 表 に 記 憶 さ れ た 識 別 記 号 の う ち か ら １ つ を 選 定 し 、 該

識 別 記 号 の 端 末 へ デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し 、 ツ リ ー 構 造 末 端 の 端 末 が 、 自 己 の 識 別 記 号 、

１ 段 上 位 の 端 末 の 識 別 記 号 お よ び 収 集 対 象 の デ ー タ を 記 憶 し て お り 、 前 記 デ ー タ 収 集 指 令

を 受 信 し た と き 、 該 デ ー タ 収 集 指 令 に 対 す る 応 答 と し て 、 自 端 末 が 記 憶 し て い る 自 己 の 識

別 記 号 と デ ー タ を デ ー タ 収 集 指 令 に 付 加 し て １ 段 上 位 の 識 別 記 号 の 端 末 へ 送 信 し 、 下 位 の

端 末 か ら 応 答 を 受 信 し た 端 末 が 、 １ 段 下 位 の 端 末 か ら の 応 答 に 含 ま れ て い る 識 別 記 号 を 前

記 収 集 表 か ら 消 去 し 、 該 収 集 表 に 識 別 記 号 が 残 っ て い れ ば 、 そ れ ま で に 受 信 し た 識 別 記 号

と デ ー タ を 一 時 的 に 保 持 し て か ら 、 残 っ て い る 識 別 記 号 の 端 末 に デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し

、 該 デ ー タ 収 集 指 令 に 対 す る 応 答 に 含 ま れ て い る 識 別 記 号 を 前 記 収 集 表 か ら 消 去 し 、 前 記

収 集 表 か ら 識 別 記 号 が 全 て 消 去 さ れ た な ら ば 該 収 集 表 を 消 去 し 、 該 収 集 表 が 消 去 さ れ た こ

と に よ り 、 前 記 デ ー タ 収 集 指 令 に 対 す る 応 答 と し て 、 そ れ ま で に 受 信 し た 識 別 記 号 と デ ー

タ 、 自 端 末 が 記 憶 し て い る 自 己 の 識 別 記 号 と デ ー タ を デ ー タ 収 集 指 令 に 付 加 し て １ 段 上 位

の 識 別 記 号 の 端 末 あ る い は 親 機 へ 送 信 し 、 親 機 が 受 信 し た 識 別 記 号 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に お

け る 端 末 か ら の デ ー タ の 収 集 漏 れ を 確 認 す る た め に 用 い ら れ る こ と を 基 本 的 特 徴 と し て い

る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ こ で 、 親 機 が 、 下 位 全 て の 端 末 の 識 別 記 号 を 記 憶 し て お り 、 前 記 端 末 が 、 自 端 末 で 応

答 を 受 信 す る 予 定 時 間 に 従 っ て タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 設 定 し て お り 、 該 タ イ ム ア ウ ト 時 間 内

に 1段 下 位 の 端 末 か ら 応 答 を 受 信 し な け れ ば 、 前 記 収 集 表 に 識 別 記 号 が 残 っ て い て も 、 1段

上 位 の 端 末 に 応 答 を 送 信 し 、 前 記 親 機 が 、 受 信 し た 応 答 に 含 ま れ て い る 識 別 記 号 と 前 記 下
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位 全 て の 端 末 の 識 別 記 号 を 比 較 し て デ ー タ 収 集 漏 れ の 端 末 の 有 無 を 確 認 し 、 デ ー タ 収 集 漏

れ の 端 末 に 対 し て ポ ー リ ン グ す る こ と で 該 端 末 か ら デ ー タ を 収 集 す る こ と も 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 前 記 親 機 お よ び 前 記 端 末 が 、 下 位 端 末 数 を 記 憶 し て お り 、 前 記 デ ー タ 収 集 指 令 を

送 信 し た と き 、 前 記 下 位 端 末 数 に 依 存 す る タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 設 定 し 、 該 タ イ ム ア ウ ト 時

間 内 に 応 答 を 受 信 し な け れ ば 、 １ 段 下 位 の 端 末 と の 区 間 の 通 信 不 能 を 判 定 し 、 前 記 端 末 が

通 信 不 能 を 判 定 し た 場 合 に は 、 そ の 通 信 不 能 の 区 間 を 前 記 親 機 に 通 知 す る こ と も 好 ま し い

。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 前 記 端 末 が 、 前 記 親 機 へ の 通 知 に 、 自 己 の 識 別 記 号 と 自 端 末 が 記 憶 し て い る デ ー

タ お よ び 自 端 末 が 受 信 し た 識 別 記 号 と デ ー タ を 付 加 す る こ と も 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 前 記 親 機 が 、 マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 情 報 を 記 憶 し て お り 、 通 信 不 能 が 通

知 さ れ た と き 、 前 記 マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 情 報 に 基 づ い て 、 通 信 不 能 の 区 間 で の

通 信 経 路 を 再 構 成 し 、 あ る い は 通 信 不 能 の 区 間 の 下 位 側 の 端 末 に 対 し て ポ ー リ ン グ を 行 っ

て 、 該 端 末 が 保 持 す る デ ー タ を 収 集 す る こ と も 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 前 記 親 機 が 、 １ 段 下 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ 収 集 指 令 の 受

信 状 況 を 判 定 し 、 １ 段 下 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が あ る と 判 定 し た 場 合 、 1段 下

位 の 端 末 が 受 信 状 況 の よ い 端 末 に 変 更 さ れ る よ う に 、 変 更 対 象 の 端 末 が 記 憶 す る 識 別 記 号

の 変 更 を 指 示 し 、 ま た 、 前 記 端 末 が 、 １ 段 下 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー

タ 収 集 指 令 の 受 信 状 況 を 判 定 し 、 １ 段 下 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が あ る と 判 定 し

た 場 合 に は 、 1段 下 位 の 端 末 を 受 信 状 況 の よ い 端 末 へ 変 更 す る こ と を 前 記 親 機 へ 通 知 し 、

前 記 親 機 が 、 前 記 端 末 か ら の 通 知 に 従 っ て 、 該 端 末 の １ 段 下 位 の 端 末 が 変 更 さ れ る よ う に

、 変 更 対 象 の 端 末 が 記 憶 す る 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 す る こ と も 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 さ ら に 、 前 記 端 末 が 、 親 機 、 １ 段 上 位 の 端 末 お よ び 他 の 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ 収 集

指 令 の 受 信 状 況 を 判 定 し 、 １ 段 上 位 の 端 末 よ り 受 信 状 況 の よ い 端 末 が あ る と 判 定 し た 場 合

、 1段 上 位 の 端 末 を 受 信 状 況 の よ い 端 末 へ 変 更 す る こ と を 前 記 親 機 へ 通 知 し 、 前 記 親 機 が

、 前 記 端 末 か ら の 通 知 に 従 っ て 、 該 端 末 の １ 段 上 位 の 端 末 が 変 更 さ れ る よ う に 、 変 更 対 象

の 端 末 が 記 憶 す る 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 す る こ と も 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 な お 、 本 発 明 は 、 デ ー タ 収 集 方 法 と し て だ け で な く 、 デ ー タ 収 集 シ ス テ ム と し て も 実 現

で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 親 機 と 複 数 の 端 末 が 多 段 接 続 さ れ て 構 成 さ れ た ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ

ー ク に お い て 、 親 機 は 、 各 端 末 か ら マ ル チ ホ ッ プ 通 信 で 効 率 的 に デ ー タ 収 集 で き る よ う に

な る 。 し た が っ て 、 デ ー タ 収 集 効 率 に よ る 端 末 数 の 制 限 が 緩 和 さ れ 、 多 数 の 端 末 を 備 え る

ツ リ ー 構 造 の セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 で き る よ う に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た デ ー タ 収 集 シ ス テ ム の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で

あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 シ ス テ ム を 構 成 す る 親 機 お よ び 端 末 の 実 施 形 態 を 示 す 機 能 ブ

ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過 程

を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の １ )で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過 程

を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ２ )で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過 程

を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ３ )で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過 程

を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ４ )で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過 程

を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ５ )で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム に お け る デ ー タ 収 集 過 程 を 段 階 的 に 示 す

第 １ 実 施 形 態 の 説 明 図 (そ の ６ )で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過 程

を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ７ )で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過

程 を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ８ )で あ る 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過

程 を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ９ )で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過

程 を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の １ ０ )で あ る 。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過

程 を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の １ )で あ る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過

程 を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ２ )で あ る 。

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る デ ー タ 収 集 過

程 を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 (そ の ３ )で あ る 。

【 図 １ ６ 】 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ は 、 ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た デ ー タ 収 集 シ ス テ ム の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図

で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の 例 で は 、 1台 の 親 機 1と 5台 の 端 末 2-1～ 2-5が 多 段 接 続 さ れ て ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ

ー ク が 構 成 さ れ て い る 。 も ち ろ ん 、 端 末 の 台 数 は 、 5台 に 限 ら れ ず 、 ツ リ ー 構 造 も こ の 例

に 限 ら れ な い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク は 、 親 機 お よ び 各 端 末 に 識 別 記 号 を 付 与 し 、 そ れ ら に 上 位 ・

下 位 関 係 を 持 た せ る こ と に よ り 、 複 数 の 選 択 し 得 る 通 信 経 路 の 中 に 適 宜 構 成 さ れ る も の で

あ り 、 そ の 通 信 経 路 は 、 有 線 で も 無 線 で も 構 わ な い 。 例 え ば 、 低 圧 電 力 線 を 通 信 経 路 と し

て 利 用 す る 場 合 、 親 機 お よ び 各 端 末 に 付 与 さ れ る 識 別 記 号 に 従 っ て 適 宜 の 低 圧 電 力 線 が 選

択 さ れ て ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク が 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 各 端 末 の 識 別 記 号 を 管 理

し 、 端 末 の 識 別 記 号 を 変 更 な ど す れ ば 、 ツ リ ー 構 造 を 変 更 で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 １ で は 、 親 機 1に 識 別 記 号 N1が 付 与 さ れ 、 端 末 2-1～ 2-5に そ れ ぞ れ 識 別 記 号 N2,・ ・ ・

,N6が 付 与 さ れ て い る 。 識 別 記 号 N1,N2,・ ・ ・ ,N6は 、 例 え ば 、 番 号 で あ る が 、 他 の 記 号 や

名 称 で あ っ て も よ い 。 識 別 記 号 N1,N2,・ ・ ・ ,N6は 、 予 め 親 機 1か ら 識 別 記 号 と 指 令 を 送 信

す る こ と に よ っ て 付 与 で き 、 人 手 に よ っ て も 付 与 で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 親 機 1は 、 マ ル チ ホ ッ プ 通 信 に よ っ て バ ケ ツ リ レ ー 方 式 に よ り 各 端 末 2-1～ 2-5が 保 持 す

る デ ー タ 、 例 え ば 、 セ ン サ に よ り 計 測 さ れ た デ ー タ (計 測 デ ー タ )を 収 集 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 は 、 親 機 が デ ー タ を 受 信 す る ま で の 中 継 点 と な る 各 端 末 が 、 自 端 末 よ り 下 位 の 全
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て の 端 末 か ら の デ ー タ の 受 信 を 確 認 し 、 そ れ ら の デ ー タ を 纏 め て 上 位 の 端 末 あ る い は 親 機

に 送 信 す る 仕 組 み (詳 細 は 後 述 )を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 各 端 末 が デ ー タ の 中 継 に 必 要 と す

る 時 間 を 短 く で き 、 多 数 の 端 末 を 備 え る ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ ー ク で も 効 率 的 に デ ー タ を

収 集 で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の デ ー タ 収 集 シ ス テ ム を 構 成 す る 親 機 お よ び 端 末 の 実 施 形 態 を 示 す 機 能

ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ で は 、 親 機 1と 端 末 2-1を 示 す が 、 端 末 2-1の 下 位 に は 、 図 １ に 示

す よ う に 、 さ ら に 端 末 が 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 親 機 1は 、 親 制 御 部 11、 上 位 系 通 信 部 12、 親 記 憶 部 13お よ び 親 通 信

部 14を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 親 制 御 部 11は 、 親 機 1全 体 の 動 作 を 制 御 す る 。 上 位 系 通 信 部 12は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど

を 介 し て 上 位 系 シ ス テ ム と 送 受 信 す る 。 こ れ に よ り 、 上 位 系 シ ス テ ム で は 、 親 機 で 収 集 さ

れ た デ ー タ を 利 用 で き る

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 親 記 憶 部 13は 、 後 述 す る よ う に 、 親 機 1の 識 別 記 号 N1、 1段 下 位 の 端 末 2-1の 識 別 記 号 N2

、 下 位 に 存 在 す る 全 て の 端 末 2-1～ 2-5の 識 別 記 号 N2～ N6、 お よ び 端 末 2-1～ 2-5か ら 受 信 し

た デ ー タ を 記 憶 す る 。 親 通 信 部 14は 、 1段 下 位 の 端 末 2-1と 送 受 信 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 端 末 2-1は 、 端 末 制 御 部 21、 セ ン サ イ ン タ フ ェ ー ス 部 22、 端 末 記 憶 部 23お よ び 端 末 通 信

部 24を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 端 末 制 御 部 21は 、 端 末 2-1全 体 の 動 作 を 制 御 す る 。 セ ン サ イ ン タ フ ェ ー ス 部 22は 、 電 圧

、 電 流 、 電 力 量 、 温 度 (気 温 )、 湿 度 、 振 動 な ど の 物 理 量 を 計 測 す る セ ン サ か ら の デ ー タ を

受 信 す る 。 な お 、 端 末 2-1は 、 セ ン サ を 内 蔵 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 端 末 記 憶 部 23は 、 後 述 す る よ う に 、 自 端 末 2-1の 識 別 記 号 N2、 1段 上 位 の 親 機 1の 識 別 記

号 N1、 1段 下 位 の 端 末 2-2の 識 別 記 号 N2、 セ ン サ イ ン タ フ ェ ー ス 部 22が 受 信 し た デ ー タ お よ

び 収 集 表 を 記 憶 す る 。 端 末 通 信 部 24は 、 1段 上 位 の 親 機 1お よ び 1段 下 位 の 端 末 2-2と 送 受 信

す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 他 の 端 末 2-2～ 2-5の 構 成 は 、 端 末 2-1と 同 様 で あ る が 、 ツ リ ー 構 造 に 応 じ て 、 端 末 記 憶

部 が 記 憶 す る 識 別 記 号 、 端 末 通 信 部 の 動 作 が 異 な る 。 例 え ば 、 図 １ の 端 末 2-2の 端 末 記 憶

部 は 、 1段 下 位 の 端 末 の 識 別 記 号 と し て 端 末 2-3,2-4の 識 別 記 号 を 記 憶 し 、 端 末 2-2の 端 末

通 信 部 は 、 1段 上 位 の 端 末 2-1お よ び 1段 下 位 の 端 末 2-3,2-4と 送 受 信 し 、 端 末 2-4,2-5の よ

う に 、 ツ リ ー 構 造 末 端 の 端 末 (下 位 に 端 末 が 接 続 さ れ な い 端 末 )の 端 末 記 憶 部 は 、 1段 下 位

の 端 末 の 識 別 記 号 を 記 憶 せ ず 、 端 末 通 信 部 は 、 1段 上 位 の 端 末 と だ け 送 受 信 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ３ ～ 図 １ ２ は 、 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 に お け る デ ー

タ 収 集 過 程 を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 親 機 1の 親 記 憶 部 13は 、 表 13N1を 記 憶 し 、 各 端 末 2-1～ 2-5の 端 末 記 憶 部 は そ れ ぞ れ 、 表 2

3N2,・ ・ ・ ,23N6を 記 憶 す る 。 な お 、 該 当 す る 記 憶 が な い 状 態 を 「 － 」 で 示 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ３ に お い て 、 親 機 1の 親 記 憶 部 13お よ び 各 端 末 2-1～ 2-5の 端 末 記 憶 部 が 記 憶 す る 表 13N

1,23N2,・ ・ ・ ,23N6は 、 項 目 と し て 、 親 機 お よ び 自 端 末 に 付 与 さ れ た 識 別 記 号 「 自 己 」 、

1段 上 位 の 端 末 (上 り 接 続 端 末 )の 識 別 記 号 「 上 位 」 、 1段 下 位 の 端 末 (下 り 接 続 端 末 )の 識 別
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記 号 「 下 位 」 、 自 端 末 の セ ン サ イ ン タ フ ェ ー ス 部 が 受 信 し た デ ー タ 「 デ ー タ 」 を 有 す る 。

親 機 1の 親 記 憶 部 13が 記 憶 す る 表 13N1は 、 項 目 と し て 、 さ ら に 下 位 の 全 て の 端 末 の 識 別 記

号 「 下 位 全 て の 端 末 」 を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の 例 の ツ リ ー 構 造 の 場 合 、 親 機 1の 表 13N1に は 、 「 － 」 、 「 N1」 、 「 － 」 、 「 N2」 、

「 N2,N3,N4,N5,N6」 を 記 憶 し 、 端 末 2-1の 表 23N2に は 、 「 D2」 、 「 N2」 、 「 N1」 、 「 N3」

を 記 憶 し 、 端 末 2-2の 表 23N3に は 、 「 D3」 、 「 N3」 、 「 N2」 、 「 N4,N5」 を 記 憶 し 、 端 末 2-

3の 表 23N4に は 、 「 D4」 、 「 N4」 、 「 N3」 、 「 N6」 を 記 憶 し 、 端 末 2-4の 表 23N5に は 、 「 D5

」 、 「 N5」 、 「 N3」 、 「 － 」 を 記 憶 し 、 端 末 2-5の 表 23N6に は 、 「 D6」 、 「 N6」 、 「 N4」

、 「 － 」 を 記 憶 す る 。 D2～ D6は そ れ ぞ れ 、 端 末 2-1～ 2-5の セ ン サ イ ン タ フ ェ ー ス 部 が 受 信

し た デ ー タ (計 測 デ ー タ )で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま ず 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 親 機 1の 親 制 御 部 11は 、 送 信 元 を 親 機 1と し 、 送 信 先 を 端 末 2-

1と し た デ ー タ 収 集 指 令 (S1)を 送 信 す る 。 な お 、 送 信 先 は 、 親 記 憶 部 13に 記 憶 さ れ て い る

表 13N1の 「 下 位 」 か ら 認 識 で き 、 こ の 場 合 、 送 信 先 は 、 識 別 記 号 N2の 端 末 2-1と な る 。 以

下 で も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 端 末 2-1は 、 デ ー タ 収 集 指 令 (S1)を 受 信 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 「 収 集 表 」 を 表 23N

2に 追 加 し 、 こ の 「 収 集 表 」 に 、 端 末 記 憶 部 23が 記 憶 し て い る 表 23N2の 1段 下 位 の 端 末 2-3

の 識 別 記 号 N3を 記 憶 し 、 さ ら に 、 こ の 「 収 集 表 」 か ら 任 意 に 識 別 記 号 を 選 定 し 、 送 信 元 を

端 末 2-1と し 、 送 信 先 を 該 識 別 記 号 の 端 末 と し た デ ー タ 収 集 指 令 (S2)を 送 信 す る 。 こ の 場

合 、 「 収 集 表 」 に 記 憶 さ れ て い る の は 、 識 別 記 号 N3だ け で あ る の で 、 端 末 2-1は 、 識 別 記

号 N3の 端 末 2-2を 送 信 先 と し て デ ー タ 収 集 指 令 (S2)を 送 信 す る 。 デ ー タ 収 集 指 令 (S2)は 、

送 信 元 と 送 信 先 が デ ー タ 収 集 指 令 (S1)と 異 な る だ け で あ る 。 以 下 の デ ー タ 収 集 指 令 も 同 様

で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 端 末 2-2は 、 デ ー タ 収 集 指 令 (S2)を 受 信 す る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 「 収 集 表 」 を 表 23N

3に 追 加 し 、 こ の 「 収 集 表 」 に 、 端 末 記 憶 部 が 記 憶 し て い る 表 23N3の 1段 下 位 の 端 末 2-4,2-

5の 識 別 記 号 N4,N5を 記 憶 し 、 さ ら に 、 こ の 「 収 集 表 」 か ら 任 意 に 識 別 記 号 を 選 定 し 、 送 信

元 を 端 末 2-2と し 、 送 信 先 を 該 識 別 記 号 の 端 末 と し た デ ー タ 収 集 指 令 (S3)を 送 信 す る 。 こ

の 場 合 、 こ の 「 収 集 表 」 に は 識 別 記 号 N4,N5が 記 憶 さ れ て い る 。 こ こ で 、 識 別 記 号 N4を 選

定 し 、 こ の 識 別 記 号 N4の 端 末 2-3を 送 信 先 と し て デ ー タ 収 集 指 令 (S3)を 送 信 し た と す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 端 末 2-3は 、 デ ー タ 収 集 指 令 (S3)を 受 信 す る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 「 収 集 表 」 を 表 23N

4に 追 加 し 、 こ の 「 収 集 表 」 に 、 端 末 記 憶 部 が 記 憶 し て い る 表 23N4の 1段 下 位 の 端 末 2-5の

識 別 記 号 N6を 記 憶 し 、 さ ら に 、 こ の 「 収 集 表 」 か ら 任 意 に 識 別 記 号 を 選 定 し 、 送 信 元 を 端

末 2-3と し 、 送 信 先 を 該 識 別 記 号 の 端 末 と し た デ ー タ 収 集 指 令 (S4)を 送 信 す る 。 こ の 場 合

、 こ の 「 収 集 表 」 に 記 憶 さ れ て い る の は 、 識 別 記 号 N6だ け で あ る の で 、 端 末 2-3は 、 識 別

記 号 N6の 端 末 2-5を 送 信 先 と し て デ ー タ 収 集 指 令 (S4)を 送 信 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 端 末 2-5は 、 デ ー タ 収 集 指 令 (S4)を 受 信 す る と 、 端 末 記 憶 部 が 記 憶 し て い る 表 23N6の 「

下 位 」 に 識 別 記 号 が な い こ と か ら 、 下 位 に 接 続 さ れ て い る 端 末 が な い こ と を 認 識 し 、 図 ７

に 示 す よ う に 、 端 末 2-5を 送 信 元 と し 端 末 2-3を 送 信 先 と し た デ ー タ 収 集 指 令 に 、 自 端 末 2-

5の 識 別 記 号 N6と 自 端 末 2-5が 記 憶 (保 持 )す る デ ー タ (計 測 デ ー タ )D6を 付 加 し 、 こ れ を デ ー

タ 収 集 指 令 (S4)に 対 す る 応 答 (S5)と し て 送 信 す る 。 な お 、 応 答 (S5)の 送 信 先 は 、 表 23N6の

「 上 位 」 か ら 認 識 で き 、 こ の 場 合 、 送 信 先 は 、 識 別 記 号 N4の 端 末 2-3と な る 。 以 下 で も 同

様 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 端 末 2-3は 、 応 答 (S5)を 受 信 す る と 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 応 答 (S5)の デ ー タ 収 集 指 令 に

付 加 さ れ て い る 識 別 記 号 N6を 表 23N4の 「 収 集 表 」 か ら 消 去 す る 。 こ の 結 果 、 表 23N4の 「 収
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集 表 」 は 空 欄 と な る 。 「 収 集 表 」 が 空 欄 と な っ た 場 合 、 表 23N4か ら 「 収 集 表 」 そ の も の を

消 去 す る 。 表 23N4の 「 収 集 表 」 が 消 去 さ れ た こ と に よ り 、 端 末 2-3の 端 末 制 御 部 は 、 自 端

末 2-3の 1段 下 位 に 、 デ ー タ 収 集 す べ き 端 末 は な い と 判 断 し 、 端 末 2-3を 送 信 元 と し 端 末 2-2

を 送 信 先 と し た デ ー タ 収 集 指 令 に 、 端 末 2-5か ら 受 信 し た 識 別 記 号 N6と デ ー タ D6、 さ ら に

自 端 末 2-3の 識 別 記 号 N4と 自 端 末 2-3が 記 憶 す る デ ー タ D4を 付 加 し 、 こ れ を 収 集 指 令 (S3)に

対 す る 応 答 (S6)と し て 送 信 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 端 末 2-2は 、 応 答 (S6)を 受 信 す る と 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 応 答 (S6)の デ ー タ 収 集 指 令 に

付 加 さ れ て い る 識 別 記 号 N4を 表 23N3の 「 収 集 表 」 か ら 消 去 す る 。 表 23N3の 「 収 集 表 」 に は

、 ま だ 別 の 識 別 記 号 N5が 残 っ て い る 。 そ こ で 、 端 末 2-2は 、 送 信 元 を 端 末 2-2と し 、 送 信 先

を 識 別 記 号 N5の 端 末 2-4と し た デ ー タ 収 集 指 令 (S7)を 送 信 す る 。 こ の と き 、 端 末 2-2の 端 末

記 憶 部 は 、 応 答 (S6)の デ ー タ 収 集 指 令 に 付 加 さ れ て い る 識 別 記 号 N4,N6と デ ー タ D4,D6を 一

時 的 に 保 持 し 、 識 別 記 号 や デ ー タ が 付 加 さ れ て い な い デ ー タ 収 集 指 令 (S7)の み を 送 信 す る

。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 端 末 2-4は 、 デ ー タ 収 集 指 令 (S7)を 受 信 す る と 、 端 末 記 憶 部 が 記 憶 し て い る 表 23N5の 「

下 位 」 に 識 別 記 号 が な い こ と か ら 、 下 位 に 接 続 さ れ て い る 端 末 が な い こ と を 認 識 し 、 図 １

０ に 示 す よ う に 、 端 末 2-4を 送 信 元 と し 端 末 2-2を 送 信 先 と し た デ ー タ 収 集 指 令 に 、 自 端 末

2-4の 識 別 記 号 N5と 自 端 末 2-4が 記 憶 (保 持 )す る デ ー タ D5を 付 加 し 、 こ れ を デ ー タ 収 集 指 令

(S7)に 対 す る 応 答 (S8)と し て 送 信 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 端 末 2-2は 、 応 答 (S8)を 受 信 す る と 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 応 答 (S8)の デ ー タ 収 集 指 令

に 付 加 さ れ て い る 識 別 記 号 N5を 表 23N3の 「 収 集 表 」 か ら 消 去 す る 。 こ の 結 果 、 表 23N3の 「

収 集 表 」 は 空 欄 と な る の で 、 表 23N3か ら 「 収 集 表 」 そ の も の を 消 去 す る 。 表 23N3の 「 収 集

表 」 が 消 去 さ れ た こ と に よ り 、 端 末 2-2の 端 末 制 御 部 は 、 自 端 末 2-2の 1段 下 位 に 、 デ ー タ

収 集 す べ き 端 末 は な い と 判 断 し 、 端 末 2-2を 送 信 元 と し 端 末 2-1を 送 信 先 と し た デ ー タ 収 集

指 令 に 、 先 に 一 時 的 に 保 持 し た 識 別 記 号 N4,N6と デ ー タ D4,D6、 端 末 2-4か ら 受 信 し た 識 別

記 号 N5と デ ー タ D5、 さ ら に 自 端 末 2-2の 識 別 記 号 N3と 自 端 末 2-2が 記 憶 す る デ ー タ D3を 付 加

し 、 こ れ を デ ー タ 収 集 指 令 (S2)に 対 す る 応 答 (S9)と し て 送 信 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 端 末 2-1は 、 応 答 (S9)を 受 信 す る と 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 応 答 (S9)の デ ー タ 収 集 指 令

に 付 加 さ れ て い る 識 別 記 号 N3を 表 23N2の 「 収 集 表 」 か ら 消 去 す る 。 こ の 結 果 、 表 23N2の 「

収 集 表 」 は 空 欄 と な る の で 、 表 23N2か ら 「 収 集 表 」 そ の も の を 消 去 す る 。 表 23N2の 「 収 集

表 」 が 消 去 さ れ た こ と に よ り 、 端 末 2-1の 端 末 制 御 部 21は 、 自 端 末 2-1の 1段 下 位 に デ ー タ

収 集 す べ き 端 末 は な い と 判 断 し 、 端 末 2-1を 送 信 元 と し 親 機 1を 送 信 先 と し た デ ー タ 収 集 指

令 に 、 端 末 2-2か ら 受 信 し た 識 別 記 号 N3～ N6と デ ー タ D2～ D6、 自 端 末 2-1の 識 別 記 号 N2と 自

端 末 2-1が 記 憶 す る デ ー タ D2を 付 加 し 、 デ ー タ 収 集 指 令 (S1)に 対 す る 応 答 (S10)と し て 送 信

す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 親 機 １ は 、 応 答 (S10)を 受 信 す る 。 親 機 1で は 、 応 答 (S10)の デ ー タ 収 集 指 令 に 付 加 さ れ

て い る 識 別 記 号 N2～ N6と 親 記 憶 部 13が 記 憶 し て い る 表 13N1の 「 下 位 全 て の 端 末 」 の 識 別 記

号 N2～ N6と か ら 、 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 全 て の 端 末 2-1～ 2-5か ら デ ー タ が 収 集 さ れ

た こ と を 確 認 で き る 。 親 機 1が 上 位 系 通 信 部 12を 通 し て 上 位 シ ス テ ム へ 収 集 し た デ ー タ を

送 信 す れ ば 、 上 位 シ ス テ ム で は 、 そ れ ら の デ ー タ を 利 用 で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 １ ３ ～ 図 １ ５ は 、 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る デ

ー タ 収 集 過 程 を 段 階 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ポ ー リ ン グ 方 式 の よ う に 、 端 末 を 特 定 し て デ ー タ 収 集 す る も の で は 、 ど の 端 末 の デ ー タ

が 未 収 で あ る か の 認 識 が 容 易 で あ る 。 親 機 か ら の デ ー タ 収 集 指 令 を ツ リ ー 構 造 の ネ ッ ト ワ
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ー ク を 介 し て 伝 送 し 、 マ ル チ ホ ッ プ 通 信 で デ ー タ を 収 集 す る も の で は 、 上 位 か ら 下 位 側 へ

の 通 信 不 能 は 、 上 位 側 端 末 で 認 識 で き 、 親 機 も 上 位 側 端 末 と の 間 の 通 信 で 認 識 で き る が 、

下 位 か ら 上 位 側 へ の 通 信 不 能 を 親 機 が 認 識 す る の は 困 難 で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 第 ２ 実 施 形 態 は 、 親 機 が 下 位 か ら 上 位 側 へ の 通 信 不 能 を 認 識 で き る よ う に し た も の で あ

る 。 そ の 基 本 と な る 動 作 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ で あ る の で 、 以 下 で は 、 主 に 第 １ 実 施 形

態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 親 機 1の 親 記 憶 部 13お よ び 端 末 2-1～ 2-5の 端

末 記 憶 部 が 記 憶 す る 表 13N1,23N2～ 23N6に 「 下 位 端 末 数 」 の 項 目 を 設 け 、 こ こ に 親 機 1お よ

び 各 端 末 2-1～ 2-5の 下 位 に 存 在 す る 端 末 の 数 を 予 め 記 憶 さ せ て お く 。 こ の 例 の 場 合 、 表 13

N1の 「 下 位 端 末 数 」 に は 「 5」 、 表 23N2の 「 下 位 端 末 数 」 に は 「 4」 、 表 23N3の 「 下 位 端 末

数 」 に は 「 3」 、 表 23N4の 「 下 位 端 末 数 」 に は 「 1」 、 表 23N5の 「 下 位 端 末 数 」 に は 「 0」

、 表 23N6の 「 下 位 端 末 数 」 に は 「 0」 を 予 め 記 憶 さ せ て お く 。 ま た 、 親 機 1の 親 記 憶 部 13に

は 各 端 末 2-1～ 2-5の 接 続 情 報 も 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 親 機 １ が デ ー タ 収 集 指 令 を 1段 下 位 の 端 末 2-1へ 送 信 し た と き 、 親 記 憶 部 13に 記 憶 さ れ て

い る 表 13N1に 「 タ イ マ 」 の 項 目 を 作 成 し 、 そ こ に タ イ ム ア ウ ト 時 間 T5を 設 定 す る 。 デ ー タ

収 集 指 令 を 送 信 し て か ら 応 答 を 受 信 す る ま で の 時 間 は 、 下 位 端 末 数 お よ び 下 位 端 末 数 分 の

識 別 記 号 と デ ー タ が 付 加 さ れ た デ ー タ 収 集 指 令 の 送 信 時 間 (デ ー タ 長 )に 依 存 す る の で 、 親

機 1で の タ イ ム ア ウ ト 時 間 T5は 、 下 位 端 末 数 「 5」 の 関 数 と す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 親 機 1か ら デ ー タ 収 集 指 令 を 受 信 し た 端 末 2-1は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 端 末 記 憶 部 23

に 記 憶 さ れ て い る 表 23N2に 「 収 集 表 」 を 作 成 し 、 そ こ に 識 別 記 号 N3を 記 憶 す る 。 ま た 、 デ

ー タ 収 集 指 令 を 1段 下 位 の 端 末 2-3へ 送 信 し た と き 、 表 23N1に 「 タ イ マ 」 の 項 目 を 作 成 し 、

そ こ に タ イ ム ア ウ ト 時 間 T4(下 位 端 末 数 「 4」 の 関 数 )を 設 定 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 以 下 、 同 様 に 、 端 末 2-2,2-3は 、 端 末 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 表 23N3,23N4に 「 収 集 表 」

を 作 成 し 、 そ こ に 1段 下 位 の 端 末 の 識 別 記 号 を 記 録 し 、 ま た 、 表 23N3,23N4に 「 タ イ マ 」 の

項 目 を 作 成 し 、 そ こ に タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 設 定 す る 。 端 末 2-4,2-5で も 同 様 で あ る が 、 そ

れ ら の 下 位 に 端 末 は 存 在 し な い の で 、 収 集 表 と タ イ マ の 項 目 は 作 成 さ れ な い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 １ ４ は 、 端 末 2-2が 1段 下 位 の 端 末 2-3-2-4か ら 応 答 を 受 信 し 、 識 別 記 号 N3～ N6と デ ー

タ D3～ D6を 付 加 し た デ ー タ 収 集 指 令 を 応 答 (S9)と し て 端 末 2-1に 送 信 し た と き に 通 信 不 能

が 生 じ た 状 態 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 こ の 状 態 で は 、 端 末 2-3は 、 1段 下 位 の 端 末 2-5か ら タ イ ム ア ウ ト 時 間 内 に 応 答 を 受 信 し

、 端 末 2-2は 、 1段 下 位 の 端 末 2-3,2-4か ら タ イ ム ア ウ ト 時 間 内 に 応 答 を 受 信 し て い る の で

、 そ れ ら の 端 末 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 表 23N4,23N3の 収 集 表 は 消 去 さ れ 、 タ イ マ (タ イ ム

ア ウ ト 時 間 )も 消 去 (解 除 )さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 端 末 2-2は 、 識 別 記 号 N3～ N6と デ ー タ D3～ D6を 付 加 し た デ ー タ 収 集 指 令 を 応 答 (S9)と し

て 、 1段 上 位 の 端 末 2-1へ 送 信 す る が 、 通 信 不 能 と な る 。 そ こ で 、 端 末 2-2は 、 図 １ ５ に 示

す よ う に 、 自 端 末 の 端 末 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 表 23N3に 「 収 集 表 」 の 項 目 を 作 成 し 、 そ

こ に 「 上 位 通 信 不 能 」 を 記 憶 し 、 端 末 2-3,2-4か ら 受 信 し た 識 別 記 号 N3～ N6と デ ー タ D3～ D

6を 表 23N3に 記 憶 す る 。 識 別 記 号 N3～ N6と デ ー タ D3～ D6は 、 親 機 1に よ り そ れ ら が 収 集 さ れ

る ま で 保 持 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 タ イ ム ア ウ ト 時 間 は 、 デ ー タ 収 集 指 令 に 付 加 さ れ た デ ー タ の デ ー タ 長 (送 信 時 間 )に 依 存

す る の で 、 タ イ ム ア ウ ト 時 間 T5よ り 先 に タ イ ム ア ウ ト 時 間 T4が タ イ ム ア ウ ト と な る 。 な お
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、 親 機 1と 端 末 2-1の デ ー タ 収 集 指 令 の 送 信 タ イ ミ ン グ に は ズ レ が あ る が 、 タ イ ム ア ウ ト 時

間 T5よ り 先 に タ イ ム ア ウ ト 時 間 T4が タ イ ム ア ウ ト す る よ う に 設 定 し て お く 。 こ れ に よ り 、

端 末 2-1の 端 末 制 御 部 21は 、 端 末 記 憶 部 23に 記 憶 さ れ て い る 表 23N2の 「 タ イ マ 」 に 「 タ イ

ム ア ウ ト 」 が 記 憶 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 端 末 2-1は 、 自 端 末 で タ イ ム ア ウ ト と な っ た こ と に よ り 、 自 端 末 2-1と 「 収 集 表 」 の 識 別

記 号 N3の 端 末 2-2の 区 間 で の 通 信 不 能 と 判 断 し 、 「 収 集 表 」 の 識 別 記 号 N3に 印 を 付 し 、 そ

の 区 間 の 上 位 通 信 不 能 を 親 機 1へ 通 知 (S11)す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 以 上 の タ イ ム ア ウ ト 制 御 に よ り 、 親 機 １ の 親 制 御 部 11は 、 上 位 方 向 の 通 信 不 能 の 区 間 を

特 定 で き 、 親 記 憶 部 13に 記 憶 さ れ て い る 表 13N1の 端 末 接 続 情 報 か ら 、 識 別 記 号 N3の 端 末 2-

2が 、 デ ー タ D3と と も に デ ー タ ,D4,D5,D6を 保 持 し て い る こ と を 認 識 で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 親 機 １ は 、 指 令 を 送 信 し て 通 信 不 能 の 区 間 の 経 路 を 他 経 路 に し て マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ

ー ク を 再 構 成 し た り 、 識 別 記 号 N3の 端 末 2-2へ 個 別 に ポ ー リ ン グ を 行 う な ど し た り す る こ

と に よ り 、 通 信 不 能 に 対 処 で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 な お 、 端 末 2-1か ら 親 機 1へ の 上 位 通 信 不 能 の 通 知 (S11)は 、 単 に そ の 旨 を 通 知 す る だ け

で も よ い が 、 そ の 通 知 に 、 自 端 末 2-1の 識 別 記 号 N2と 自 端 末 2-1が 保 持 す る デ ー タ D2を 付 加

し て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 識 別 記 号 N3の 端 末 2-2と 識 別 記 号 N4の 端 末 2-3の 間 で の 上 位 通

信 不 能 の 場 合 、 端 末 2-2か ら 親 機 1へ 上 位 通 信 不 能 を 通 知 す る 際 、 こ の 通 知 に 自 端 末 2-2の

識 別 記 号 N3と 自 端 末 2-2が 保 持 す る デ ー タ D3や 1段 下 位 の 端 末 2-4の 識 別 記 号 N5と デ ー タ D5

、 さ ら に 1段 上 位 の 端 末 2-1の 識 別 記 号 N2と デ ー タ D2を 付 加 し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 １ ６ は 、 本 発 明 の デ ー タ 収 集 方 法 お よ び シ ス テ ム の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 説 明 図 で あ る

。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 第 ３ 実 施 形 態 は 、 親 機 や 各 端 末 で の 受 信 状 況 に 応 じ て マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ ー ム の ツ リ

ー 構 造 を 変 更 で き る よ う に し た も の で あ る 。 そ の 基 本 と な る 動 作 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ

で あ る の で 、 以 下 で は 、 主 に 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 な お 、 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 親 機 は 、 1段 下 位 の 端 末 か ら の デ ー タ 収 集 指 令 (応 答 )だ け で

な く 、 他 の 端 末 か ら も デ ー タ 収 集 指 令 (応 答 )を 受 信 し 、 端 末 は 、 1段 上 位 の 親 機 や 端 末 お

よ び 1段 下 位 の 端 末 か ら の デ ー タ 収 集 指 令 だ け で な く 、 1段 上 位 や 1段 下 位 で な い 親 機 や 他

の 端 末 か ら も デ ー タ 収 集 指 令 を 受 信 し 、 そ れ ら の 受 信 レ ベ ル を 計 測 す る 。 し た が っ て 、 第

３ 実 施 形 態 は 、 デ ー タ 収 集 指 令 の 受 信 レ ベ ル を 1段 上 位 ま た は 1段 下 位 の 親 機 や 端 末 以 外 で

計 測 で き る よ う に す る こ と に よ り 、 無 線 の 場 合 に も 有 線 の 場 合 に も 適 用 で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 親 機 1の 親 制 御 部 お よ び 各 端 末 2-1～ 2-5の 端 末 制 御 部 は 、 他 の 装 置 (

親 機 お よ び 端 末 )が 送 信 し た デ ー タ 収 集 指 令 が 自 分 宛 の デ ー タ 収 集 指 令 で な く て も 、 そ れ

を 直 接 的 に 受 信 し 、 そ の 受 信 レ ベ ル を 計 測 し て 、 親 機 1の 親 記 憶 部 13お よ び 端 末 2-1～ 2-5

の 端 末 記 憶 部 の 表 13N1,23N2～ 23N6に 確 保 し た 「 確 認 」 の 記 憶 領 域 に 記 憶 す る 。 な お 、 同

一 端 末 か ら の 複 数 回 の デ ー タ 収 集 指 令 の 送 信 に 対 し て 各 受 信 レ ベ ル を 記 憶 し た り 、 一 定 期

間 の 受 信 レ ベ ル の 平 均 値 な ど を 記 憶 し た り し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 親 機 1の 親 制 御 部 11は 、 1段 下 位 の 端 末 2-1お よ び 他 の 端 末 2-5が 送 信 し た デ ー タ 収 集 指 令

(応 答 )の 受 信 レ ベ ル か ら 、 1段 下 位 の 端 末 を 変 更 し た 方 が よ い か ど う か を 判 断 し 、 変 更 し

た 方 が よ い と 判 断 す れ ば 、 変 更 情 報 を 生 成 す る 。 こ の 変 更 情 報 を 、 現 在 の 1段 下 位 の 端 末

お よ び 変 更 後 の 1段 下 位 の 端 末 に 送 信 し 、 そ れ ら の 端 末 記 憶 部 の 「 自 己 」 、 「 上 位 」 お よ

び 「 下 位 」 の 識 別 記 号 を 変 更 す る 。 こ れ に よ り 、 現 在 の 1段 下 位 の 端 末 と 変 更 後 の 1段 下 位

10

20

30

40

50



(13) JP  6490356  B2  2019.3.27

の 端 末 の 接 続 を 入 れ 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 同 様 に 、 端 末 2-1の 端 末 制 御 部 は 、 1段 下 位 の 端 末 2-2お よ び さ ら に 下 位 の 端 末 2-3～ 2-5

が 送 信 す る デ ー タ 収 集 指 令 (応 答 )の 受 信 レ ベ ル か ら 、 1段 下 位 の 端 末 を 変 更 し た 方 が よ い

か ど う か を 判 断 し 、 端 末 2-2の 端 末 制 御 部 は 、 1段 下 位 の 端 末 2-3お よ び さ ら に 下 位 の 端 末 2

-5が 送 信 す る デ ー タ 収 集 指 令 (応 答 )の 受 信 レ ベ ル か ら 、 1段 下 位 の 端 末 を 変 更 し た 方 が よ

い か ど う か を 判 断 す る 。 な お 、 1段 下 位 の 端 末 を 変 更 し た 方 が よ い か ど う か は 、 受 信 レ ベ

ル の 大 き さ や 安 定 性 を 一 定 期 間 継 続 し て 計 測 し て 受 信 状 態 の 良 好 さ を 判 定 す れ ば よ い 。 端

末 2-1,2-2は 、 1段 下 位 の 端 末 を 変 更 し た 方 が よ い と 判 断 す れ ば 、 デ ー タ 収 集 指 令 に 対 す る

応 答 に 、 そ の 変 更 情 報 を 含 ま せ て 親 機 1に 送 信 す る 。 な お 、 変 更 情 報 は 、 デ ー タ 収 集 指 令

と は 別 の タ イ ミ ン グ で 送 信 し て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 親 機 1の 親 制 御 部 11は 、 端 末 2-1,2-2か ら 送 信 さ れ た 変 更 情 報 を 受 信 し 、 そ れ に 従 っ て 、

端 末 2-1,2-2の 現 在 の 1段 下 位 の 端 末 2-2,2-3お よ び 変 更 後 の 1段 下 位 の 端 末 の 端 末 記 憶 部 の

「 自 己 」 、 「 上 位 」 お よ び 「 下 位 」 の 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 す る 。 こ れ に よ り 、 端 末 2-1,

2-2の 現 在 の 1段 下 位 の 端 末 と 変 更 後 の 1段 下 位 の 端 末 の 接 続 を 入 れ 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 以 上 で は 、 下 位 側 か ら 上 位 側 に 送 信 さ れ る デ ー タ 収 集 指 令 (応 答 )の 受 信 レ ベ ル を 基 に 変

更 情 報 を 生 成 す る も の と し た が 、 上 位 側 か ら 下 位 側 に 送 信 さ れ る デ ー タ 収 集 指 令 の 受 信 レ

ベ ル を 基 に 変 更 情 報 を 生 成 し 、 あ る 端 末 に 対 し て 1段 上 位 に 接 続 さ れ た 端 末 が 適 当 か ど う

か を 判 断 す る こ と に よ っ て ツ リ ー 構 造 を 変 更 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 １ ６ は 、 親 機 1か ら の デ ー タ 収 集 指 令 が 識 別 記 号 N2， N3の 端 末 2-1,2-2に 順 に 送 信 さ れ

、 さ ら に 、 識 別 記 号 N3の 端 末 2-2が デ ー タ 収 集 指 令 (S3)を 送 信 し た 状 態 を 示 し て い る 。 こ

の 状 態 は 、 第 １ 実 施 形 態 の 図 ５ と 同 じ で あ る 。 た だ し 、 端 末 2-3は 、 デ ー タ 収 集 指 令 (S3)

を 受 信 し 、 そ の 受 信 レ ベ ル を 計 測 し て 端 末 記 憶 部 の 「 確 認 」 に 記 憶 し 、 端 末 2-4,2-2は 、

同 じ デ ー タ 収 集 指 令 (S3′ ,S3″ )の 受 信 レ ベ ル を 計 測 し て 端 末 記 憶 部 の 「 確 認 」 に 記 憶 す

る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 図 １ ６ で は 、 端 末 2-2が デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し た と き に 親 機 1お よ び 端 末 2-1,2-3～ 2-5

で 計 測 さ れ た 受 信 レ ベ ル を 「 E31」 、 「 E32」 、 「 E34」 、 「 E35」 、 「 E36」 と し て い る 。

な お 、 端 末 2-1,2-2の 「 確 認 」 に は 、 親 機 1が デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し た と き に 計 測 さ れ た

受 信 レ ベ ル 「 E12」 、 「 E13」 が 既 に 記 憶 さ れ 、 親 機 1お よ び 端 末 2-3,2-3,2-4の 「 確 認 」 に

は 、 端 末 2-1が デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し た と き の 受 信 レ ベ ル 「 E21」 、 「 E23」 、 「 E24」 、

「 E25」 が 既 に 記 憶 さ れ て い る 。 な お 、 端 末 2-2が デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し た と き 、 E14,E1

5,E16,E26な ど が 記 憶 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 下 位 側 か ら 上 位 側 に 送 信 さ れ る デ ー タ 収 集 指 令 (応 答 )の 受 信 レ ベ ル を 基 に 変 更 情 報 を 生

成 す る 場 合 、 親 機 1の 親 制 御 部 11は 、 自 己 の 1段 下 位 の 端 末 と し て 、 端 末 2-1と 端 末 2-2の ど

ち ら が 適 す る か を 、 受 信 レ ベ ル E21,E31か ら 判 断 す る 。 こ こ で 、 端 末 2-1が 適 す る と 判 断 す

れ ば 、 そ の ま ま で よ い が 、 端 末 2-2が 適 す る と 判 断 す れ ば 、 1段 下 位 の 端 末 を 端 末 2-2と し

、 端 末 2-2の 下 位 に 端 末 2-1が 接 続 さ れ た ツ リ ー 構 造 に す る 。 す な わ ち 、 端 末 2-1の 端 末 記

憶 部 が 記 憶 し て い る 表 23N2の 「 自 己 」 、 「 上 位 」 、 「 下 位 」 を N3,N2,(N4,N5)に 変 更 し 、

端 末 2-2の 端 末 記 憶 部 が 記 憶 し て い る 表 23N3の 「 自 己 」 、 「 上 位 」 、 「 下 位 」 を N2,N1,N3

に 変 更 す る 。

　 な お 、 こ の 場 合 、 端 末 2-1,2-2の 自 己 の 識 別 記 号 を 変 更 せ ず 、 端 末 2-1の 端 末 記 憶 部 が 記

憶 し て い る 表 23N2の 「 自 己 」 、 「 上 位 」 、 「 下 位 」 を N2,N3,(N4,N5)に 変 更 し 、 端 末 2-2の

端 末 記 憶 部 が 記 憶 し て い る 表 23N3の 「 自 己 」 、 「 上 位 」 、 「 下 位 」 を N3,N1,N2に 変 更 し て

も よ い 。 た だ し 、 こ の よ う に し た 場 合 、 親 機 1の 親 記 憶 部 13が 記 憶 し て い る 表 13N1の 「 下

位 」 を N3に 変 更 し 、 端 末 2-3,2-4の 端 末 記 憶 部 が 記 憶 し て い る 表 23N4,23N5の 「 上 位 」 を N2
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に 変 更 す る 。 こ の よ う に 、 ツ リ ー 構 造 の 変 更 は 、 各 端 末 の 識 別 記 号 を 変 更 し て も 、 変 更 し

な く て も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 上 位 側 か ら 下 位 側 に 送 信 さ れ る デ ー タ 収 集 指 令 の 受 信 レ ベ ル を 基 に 変 更 情 報 を 生 成 す る

場 合 、 端 末 2-2の 端 末 制 御 部 は 、 自 己 の 1段 上 位 の 端 末 と し て 、 端 末 2-1と 端 末 2-2の ど ち ら

が 適 す る か を 、 受 信 レ ベ ル E13,E23か ら 判 断 す る 。 こ こ で 、 端 末 2-2が 適 す る と 判 断 す れ ば

、 そ の ま ま で よ い が 、 端 末 2-1が 適 す る と 判 断 す れ ば 、 1段 上 位 の 端 末 を 端 末 2-1と し 、 端

末 2-1の 上 位 に 端 末 2-2が 接 続 さ れ た ツ リ ー 構 造 に す る た め の 変 更 情 報 を 親 機 1に 送 信 す る

。 親 機 1は 、 変 更 情 報 に 従 っ て 、 端 末 2-1,2-2に 、 そ の 端 末 記 憶 部 の 「 自 己 」 、 「 上 位 」 お

よ び 「 下 位 」 の 識 別 記 号 の 変 更 を 指 示 す る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 以 上 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、

第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 親 機 が 記 憶 し て い る 「 下 位 全 て の 端 末 」 の 識 別 記 号 を 利 用 す れ ば

、 デ ー タ 収 集 指 令 に 対 し て 端 末 2-1～ 2-5が 応 答 し な い 場 合 に 対 処 で き る 。 例 え ば 、 各 端 末

に 、 そ れ が 応 答 を 受 信 す る 予 定 時 間 に 従 う タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 設 定 し て お き 、 当 該 端 末 が

そ の タ イ ム ア ウ ト 時 間 内 に 1段 下 位 の 端 末 か ら 応 答 を 受 信 し な い 場 合 、 該 端 末 か ら 1段 上 位

の 端 末 に 応 答 す る よ う に す る 。 親 機 で は 、 受 信 し た 応 答 に 含 ま れ て い る 識 別 記 号 と 「 下 位

全 て の 端 末 」 の 識 別 記 号 を 比 較 す る こ と に よ り デ ー タ 収 集 漏 れ の 端 末 を 確 認 で き 、 デ ー タ

収 集 漏 れ の 端 末 に 対 す る ポ ー リ ン グ で デ ー タ を 収 集 で き る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 で は 、 端 末 記 憶 部 に 作 成 さ れ る 収 集 表 の 識 別 記 号 を 、 1段 下 位 の 端

末 か ら の 応 答 を 受 信 し た 時 点 で 消 去 す る も の と し た が 、 こ の 収 集 表 に 残 っ て い る 識 別 記 号

は 、 そ の 識 別 記 号 の 端 末 に 未 だ デ ー タ 収 集 指 令 が 送 信 さ れ て い な い こ と を 表 す も の で あ る

の で 、 そ の 消 去 は 、 そ の 識 別 記 号 の 端 末 へ デ ー タ 収 集 指 令 を 送 信 し た 時 点 で 行 っ て も よ い

。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 ま た 、 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 下 位 側 か ら 上 位 側 に 送 信 さ れ る デ ー タ 収 集 指 令 (応 答 )の 場 合

と 上 位 側 か ら 下 位 側 に 送 信 さ れ る デ ー タ 収 集 指 令 の 場 合 を 別 々 に 説 明 し た が 、 両 者 を 組 み

合 わ せ て も よ い 。 こ の 場 合 や 上 記 の 場 合 で 、 同 一 端 末 に 対 し て 複 数 の 異 な る 位 置 へ の 変 更

が 判 断 さ れ た 場 合 に は 、 例 え ば 、 そ れ ら の 位 置 の う ち 最 も 上 位 側 の 位 置 へ 該 端 末 を 変 更 し

、 他 の 位 置 に は 受 信 レ ベ ル が 次 の 端 末 を 割 り 当 て る な ど す れ ば よ い 。 さ ら に 、 第 ３ 実 施 形

態 で は 、 親 機 お よ び 各 端 末 で 受 信 レ ベ ル を 判 定 す る も の と し た が 、 各 端 末 で 計 測 さ れ た 受

信 レ ベ ル を そ の ま ま 親 機 に 送 信 し 、 親 機 で そ れ ら を 総 合 的 に 判 定 す る よ う に し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 1・ ・ ・ 親 機 、 2-1～ 2-5・ ・ ・ 端 末 、 11・ ・ ・ 親 制 御 部 、 12・ ・ ・ 上 位 系 通 信 部 、 13・

・ ・ 親 記 憶 部 、 14・ ・ ・ 親 通 信 部 、 21・ ・ ・ 端 末 制 御 部 、 22・ ・ ・ セ ン サ イ ン タ フ ェ ー ス

部 、 23・ ・ ・ 端 末 記 憶 部 、 24・ ・ ・ 端 末 通 信 部 、
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